
  
高田病後児保育所「ぬくみ」 掲示板 

【６月のテーマ】    子どもと新型コロナウイルス感染症について 
高田病後児保育所スタッフより 

  ２０２１年に入り、国内外、三重県でも新型コロナウイルスの変異株感染も広がっています。日々感染対策を行いながら、
生活をしていますが、実際に子どもが感染したらどのような症状がでるの？と心配になるところです。 

私たちスタッフは、２０２１年４月時点の厚生労働省、日本小児科学会などの情報をもとに子どもと新型コロナウイル

ス感染症についてまとめました。また新型コロナウイルス感染症についての情報は、常に更新されています。詳しくは、

厚生労働省、日本小児科学会の情報をご確認ください。  
☆子どもが感染した時の症状は？ 
小児（基礎疾患を除く）の新型コロナウイルス感染症（既存株）は①無症状から軽傷者が多い、②小児か

らの感染の広がりは少ない、③小児の感染の大部分は家庭内感染であり、さらに④新型コロナウイルス

患者全体の中での小児の割合が極めて低いことなどがわかってきました。（１） 
また既存株でも変異株でも症状の違いはありません。頻度の高い症状としては、発熱、せき、鼻水、下

痢、頭痛などがあげられます。（２） 
  

☆子どもや家族が感染しているかもしれないと思われたら・・・ 
小児については、小児科医による診察が望ましく、かかりつけ小児医療機関や帰国者・接触者相談セン

ターに電話などで御相談ください。（３） 

発熱等の風邪症状が見られるときは、保育園・幼稚園・学校などや会社を休み外出を控える。  

発熱等の風邪症状が見られたら、毎日、体温を測定して記録しておく。  

基礎疾患（持病）をお持ちの方で症状に変化がある方、新型コロナウイルス感染症以外の病気が心配な

方は、まずは、かかりつけ医等に電話で御相談ください。  
☆家族で感染を防ぐために・・・（３） 

①まめに手洗い・手指消毒  

②咳エチケットの徹底（乳幼児のマスク着用は、自ら息苦しさや体調不良を訴えることが難しく、自分で

マスクを外すことも困難です。特に、2歳未満の子どもでは危険性が高まると考えます。） 

③こまめに換気 

④身体的距離の確保   「３密」の回避（密集、密接、密閉）  

⑤一人ひとりの健康状態に応じた運動や食事等、適切な生活習慣の理解・実行  

⑥毎朝の体温測定、健康チェック。発熱又は風邪の症状がある場合はムリせず自宅で療養 
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